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2019年 12月 13日演習問題� �
VII V ⊂ Rn は部分空間とします。

(1)
V ⊥ = {~w ∈ Rn; (~v, ~w) = 0 (~v ∈ V )}

がRn の部分空間であることを示しましょう（V の直交補空間と呼びます）．

(2) V1, V2 はRn の部分空間とします。

V1 ⊂ V2

が成立するならば V ⊥
1 ⊃ V ⊥

2 が成立することを示しましょう。

(3) V1, V2 はRn の部分空間とします。

(V1 + V2)
⊥ ⊂ V ⊥

j (j = 1, 2)

を示しましょう。

(4) V1, V2 はRn の部分空間とします。

(V1 + V2)
⊥ = V ⊥

1 ∩ V ⊥
2

であることを示しましょう。� �
解答 (1) ~w1, ~w2 ∈ V ⊥ とします．このとき ~v ∈ V に対して

(1~w1 + c2 ~w2, ~v) = c1 (~w1, ~v) + c2 (~w2, ~v) = c1 · 0 + c2 · 0 = 0

から c1 ~w1 + c2 ~w2 ∈ V ⊥ であることが分かります．従って V ⊥ は線型部分空間であることが示されました．

(2) ~w ∈ V ⊥
2 とします．~v1 ∈ V1 であると ~v1 ∈ V2 となりますから

(~w,~v1) = 0

が従います．よって ~w ∈ V ⊥
2 であることが分かります．

(3) V1, V2 ⊂ V1 + V2 が成立しますから (3)を用いると

(V1 + V2)
⊥ ⊂ V ⊥

1 , (V1 + V2)
⊥ ⊂ V ⊥

2

が分かります．

(4) (2)から
(V1 + V2)

⊥ ⊂ V ⊥
1 ∩ V ⊥

2

が分かります．逆に ~w ∈ V ⊥
1 ∩ V ⊥

2 とします．~v = ~v1 + ~v2 が ~v1 ∈ V1, ~v2 ∈ V2 に対して成立しているとする

と ~w ∈ V ⊥
1 かつ ~w ∈ V ⊥

2 が成立しますから

(~w,~v) = (~w,~v1) + (~w,~v2) = 0

となります．これは V ⊥
1 ∩ V ⊥

2 ⊂ (V1 + V2)
⊥ を意味します．以上で (V1 + V2)

⊥ = V ⊥
1 ∩ V ⊥

2 を示しました．

注意 さらに (3)の両辺の直交補空間を考えると

(V1 ∩ V2)
⊥ = V ⊥

1 + V ⊥
2

が導けます．

97



VlllIいI ）

や､ミに、

･ali,､､=cl'Cl, ､A､竃w，ツ 延幾 》ハ｡、ヘ

〉淫逗逼熟！！ 鼬＄ 限、u やあ （

Zrw、 〈{い<Z ll＜Ⅷ

IRa や薄戦い

凸

い） 琵恥cA偽ご く‐ 工,ﾍ,、いう
3AI･3,

~luふい･崖い';in| !)予弓 ， 全$零 杉｜

‘･蚤ざ｛狸忍轟e lR"

伊二A巳司

とや』 (） 予電、、 偽載急限腱、。、。

噺
Ｕ e~Xi-(.">

筑

IR IF足
寺八

～4

.lj- e-X,,､c公、
、

之1，，、

向職"い“い、ざncA峰に(M

Mf"つ河_含'､証-《勵"Ⅷ｡帆洲"､､＃い_側〕b

い汽'｡､， 冨萄GIR',、､嘱斑嶋

観鐙 Aく穐萄ご
b，'）尋いい

rv､､en畳恥戸',-'F"｡
'

とす“

？≦A <cI唇､ ｡C-IAM惹附.ラ
ニ CI A観十…+C路◎岬猟。

判

り'≦

rv-<AM'" A愚↓ ､) A竜Ⅷ＠ ℃I( (重硴迂い‐い‐
餐瀞い!） アヌ． 豚． ､1

fic"IL仏硲） 琴域‘,－了､‐ 鍾織剛≦w,。
皇ﾆ ﾊ軋跳いu3>



（2） Aら患。
ｰ

b'>

筐晨皐、rv_いう 亀 し八）

い、篭も、 穆零雲

d!v､ -rい､ （亀〕冬el!､biu､")

が､《い{ ''零玲 息更鼠'驫鯛州

釧‘"“ 篭…くい駕蜘…。I !"-1aしい）

いい)零雷聯墓

鋪'､- -rif､""ブ 尽 即,-A!U,_Tし､,CA､
’1墓

n.IA患LA，雫筏蝋蝿脇くい患､蝿

、”諒3鋤、､噸′､､ !}､3|


